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入った二〇〇七年九月に、ミャンマーで発生した僧侶を中心とする大規模反政府デモとその武力弾圧は、軍 が国民和解や民主化、経済発展などの課題 、全く未解決のまま積み残してき ことを、図らずも内外に示す出来事となった。また、二〇〇八年五月のサイクロンによる大災害の後の、際社会からの支援受入れをめぐるいざこざは、軍政と国際社会の長い確執と複雑な国際関係を如実 物語る出来事であった。
●なぜ軍政は倒れないのか
　現状だけみれば、頑なな政治姿勢、経済
運営の失敗、自然災害から国民の生命や生活を守ることさえしない無責任と無作為など、軍事政権の悪い点ばかりが目立つ。にもかかわらず、軍政は権力の座にあり続けることができた。民主化運動の指導者であるアウンサン・スーチーや怒れる国民が抗議行動を起こしても、軍事政権は倒れることはなかった。欧米諸国が経済制裁を強化しても、軍事政権を倒すことはできなかった。それどころか、サイクロン災害 時には、軍政はあたかも自国民を人質にとるかのような態度で、国際社会から有利な援助を引き出そうと、し たかな外交戦術 繰り広げたのである。
　なぜ軍政は倒れないのであろうか。本特
























出は、現在では同国 輸出総額のおよそ半分を占めている。天然ガス輸出による外貨は全てが国庫に入ること 政府部門の外貨不足 一気に解消することになった。この資金がなければ、ネーピードーに新首都を建設する余裕など、軍政にはなかったはずである。
　そして、この事例からも分かるように、
欧米の経済制裁 効果は限定的であ 実際、現在のミャンマー軍政に最大の外貨収入をもたらしているのは、政府レベル は経済制裁を発動している欧米諸国の企業が開発した天然ガスにほかならないのである。
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